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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、システインリッチタンパク質（CSRP）ファミリーのメンバーをコードしています。この遺伝子ファミリーには、発生と細胞分化に重要な制御プロセスに関与している可能性のあるLIMドメインタンパク質群が含まれています。この遺伝子産物に含まれるLIM/ダブルジンクフィンガーモチーフは、遺伝子制御、細胞増殖、および体細胞分化において重要な機能を持つタンパク質に存在します。選択的スプライシングを受けた転写バリアントが報告されています。[RefSeq提供、2010年8月],機能：神経発生に役割を果たす可能性があります。,類似性：LIM亜鉛結合ドメインを1つ含みます。,類似性：LIM亜鉛結合ドメインを2つ含みます。,サブユニット：モノマー,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	CRP1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	CRP1抗体を用いたHeLa細胞、HepG2細胞、COLO細胞、Jurkat細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：1000 に希釈した CRP1 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタン ブロット解析。

